

















































































































































































































































































































































ディング著『金融資本論』や J. A. シュムペーター著『経済発展の理論』における銀行信用の役
割の重視には，先発国イギリスを後発国ドイツ，アメリカが急追するという当時の歴史的背景が
映されている（野田弘英「シュムペーターとマルクス学派」，東京経大学会誌２３７号，２００４年）。
110 商 経 論 叢 第４３巻第１号（２００７．５）
（５）結 び
銀行信用の分析にとっては所得形成の場である再生産との関連において考察するというマクロ
の視点が必要である。しかしながら銀行はミクロの個別企業との取引を介して再生産と関係を結
ぶ。企業間競争によって形成される再生産の変動過程が銀行信用と再生産の関係が結ばれる場で
ある。したがって個別企業の立場に沿いながら銀行信用が再生産へ事後的に介入するか，事前的
に介入するかを判別するというミクロとマクロの二重の視点が必要とされる。もっとも銀行信用
は再生産から相対的に独立した利子つき資本の運動形態である。割引金融，在庫金融，設備金融
という形態の違いによって程度の差異はあれ，銀行信用は利子率変動を通して再生産へ一定の反
作用を与えるのである。
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